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● この度は、本製品をお買い上げいただきまして誠にありがとうございます。 

● 本製品の性能を十分に引き出してご活用いただくために、使用前に必ずこの「取扱説明書」をお読みく

ださい。またお読みになった後は、本製品近くの見やすい場所に保管してください。 

 

Arvanics Corporation 
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ご使用の前に必ずお読みください 

安全上のご注意 

この取扱説明書には、お客様や他の人への危害や損害を未然に防ぎ、製品を安全に正しくお使いいただく

ために、重要な内容を記載しています。 

次の内容（表示・図記号）を良く理解してから本文をお読みになり、記載事項をお守りください。 

 

「警告」、「注意」、「記号」の意味 

 

表 示 表示の意味 

 

この表示を無視して誤った取扱をすると、人が死亡または重傷を負う可能性が想

定される内容を示します 

 

この表示を無視して誤った取扱をすると、人が障害を負ったり、物的損害の発生
が想定される内容を示します 

 

図記号 図記号の意味 記号例 

 

注 意 

この記号は、警告・注意を促すことを告げるものです。図の中に具体的な

注意内容が描かれています。  

感電注意 

 

禁 止 

この記号は、禁止行為であることを告げるものです。図の中に具体的な禁

止内容が描かれています。  

分解禁止 

 

指 示 

この記号は、行為を強要したり指示したりする内容を告げるものです。図

の中に具体的な指示内容が描かれています。  

プラグを抜く 
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指 示 

・据付工事について 

技術・技能を有する専門業者が据付けを行うことを前

提に販売されているものです。据付け・取付けは必ず

工事専門業者または当社営業部に問い合わせ下さい。

火災・感電・けが・器物破損の原因になります。 

 

指 示 

・電源プラグは、コンセントから抜きや
すいように設置する 

万一の異常や故障のときや長時間使用しないとき

などに役立ちます。 

 

指 示 

・電源プラグは指定電源電圧のコンセント
に根元まで確実に差し込む 

差し込み方が悪いと、発熱によって火災・感電の原因

になります。傷んだ電源プラグ、緩んだコンセントは

使用しないでください。 

 

プラグを抜
く 

・煙が出ている、異音、異臭がするとき
は、すぐに電源プラグをコンセントから
抜く 
そのまま使用をすると、火災・感電の原因になりま
す。煙が出なくなるのを確認し、当社営業部に問い
合わせ下さい。 

 

プラグを抜く 

・落としたり、キャビネットを破損したり
したときは、すぐに電源プラグをコンセン
トから抜く 

そのまま使用すると、火災・感電・けがの原因となり

ます。点検・修理については当社営業部に問い合わせ

下さい。 

 

プラグを抜
く 

・内部に水や異物がはいったら、すぐに
電源プラグをコンセントから抜く 

そのまま使用すると、火災・感電の原因になります。

点検・修理については当社営業部に問い合わせ下さ

い。 

 

禁 止 

・不安定な場所に置かない 

水平で安定したところに設置してください。本体が落

下・転倒してけがの原因になります。  

禁 止 

・振動のある場所に置かない 

振動で本体が移動・転倒し、けがの原因になります。 

 

分解禁止 

・修理・改造・分解はしない 

内部には電圧の高い部分があり、感電・火災の原因に

なります。内部の点検・調整及び修理は当社営業部に

問い合わせ下さい。 
 

禁 止 

・電源コード・電源プラグは 

・傷つけたり、延長するなど加工したり、過熱した

りしない 

・引っ張ったり、重いものを乗せたり、はさんだり

しない 

・無理に曲げたり、ねじったり、束ねたりしない 

そのまま使用すると、火災･感電の原因になります。

電源コード・電源プラグが傷んだら当社営業部に問

い合わせ下さい。 

 

禁 止 

・異物をいれない 

通風孔などから金属類や紙などの燃えやすいものが内

部に入った場合、火災・感電の原因になります。 

 

接触禁止 

・雷が鳴り出したら電源コードや LANケー
ブル、本体などには触れない 

感電の原因になります。  

指 示 

・電源プラグのほこりなどは定期的にと
る 

電源プラグの絶縁低下によって、火災の原因になり

ます。 

 

機器の接続について 

 

指 示 

本機器と周辺機器との接地電位差により感電、もしくは機器の破損が発生する場合があります。

機器間をケーブルで接続する際は、長距離伝送接続なども含めて、関係する全ての機器の電源プラ

グをコンセントから抜いて下さい。 

各機器の信号・制御ケーブルを接続し、終了した後に各機器の電源プラグをコンセントに接続し

てください。 

  

警告
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禁 止 

・温度の高い場所に置かない 

直射日光が当たる場所や温度の高い場所に置くと火災

の原因になります。  

禁 止 

・湿気・油煙・ほこりの多い場所に置か
ない 

加湿器のそばやほこりの多い場所などに置くと、

火災・感電の原因になります。 

 

禁 止 

通風孔をふさがない 

通風孔をふさぐと内部に熱がこもり、火災や故障の原

因になります。  

禁 止 

・本体付属のACアダプタまたは、電源
コード以外のものは使用しない 

不適合により、火災や感電の原因になります。本

体付属のACアダプタまたは、電源コードは 100V

系国内専用です。海外など 200V系でご使用になる

場合は、当社営業部に問い合わせ下さい。 

 

禁 止 

・機器の上に重いものを置かない 

倒れたり落ちたりしてけがの原因になります。 

 

禁 止 

・コンセントや配線器具の定格を超える使
い方はしない 

タコ足配線はしないでください。火災・感電の原因に

なります。 
 

ぬれ手禁止 

 

・ぬれた手で電源プラグを抜き差ししな
い 

感電の原因になります。 

 

プラグを抜
く 

・長時間使用しないときは、安全のため電
源プラグをコンセントから抜く 

万一故障したとき、火災の原因になります。  

指 示 

・使用温度/湿度範囲、保存温度/湿度範
囲を守る 

範囲を超えて使用を続けた場合、火災や感電の原

因になります。 

 

指 示 

・他の機器と接続するときは、接続する機
器の電源を切る 

火災や感電の原因になります。  

プラグを抜
く 

・お手入れのときは、電源プラグをコン
セントから抜く 

感電の原因になります。 

 

設置についてのお願い 

・ラックマウント製品の場合 

 

指 示 

EIA相当のラックにマウントしてください。その際には上下に空冷のための隙間を空けるよう考慮してください。また、安全

性を高めるため前面のマウント金具と併用して L型のサポートアングルなどを取り付けて、機器全体の質量を平均的に支え

るようにしてください。 

・ゴム足つきの製品の場合 

 

指 示 

ゴム足を取り外した後にネジだけをネジ穴に挿入することは絶対にお止めください。内部の電気回路や部品に接触し故障の

原因になります。再度ゴム足を取り付ける場合は付属のゴム足、付属のネジ以外は使用しないでください。 

 

  

注意
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1. 概要  

 

この度は、本製品をお買い上げいただきまして誠にありがとうございます。本製品の性能を十分に引き出して

ご活用いただくために、ご使用前に必ずこの取扱説明書をお読みください。また、お読みになった後は、本製品

近くの見やすい場所に保管してください。 

なお、お客様がお持ちの製品のバージョンによっては、取扱説明書に記載される外観図、メニュー操作および通

信コマンドなどが、一部異なる場合がありますのでご了承ください。 

 

【イントロダクション】 

NP-HD2IP-TRはHDMI信号をイーサネットワーク上で伝送できる送受信器です。1GbEの LANスイッチの

使用をお勧めします。送信器または受信器とLANスイッチ間をCat5e (またはそれ以上)のケーブルで100 m

を超えないように接続してください。Cat5eケーブルによっては、TIA / EIA-568 規格に準拠していない場

合もありますので、Cat6ケーブルを使用することをお勧めします。 

 

工場出荷時では送信器、受信器ともにチャンネル 1に設定されており、受信器は同じチャンネルを持つ送

信器の入力を出力するようになっています。受信器のチャンネルは本体の上下ボタンで変更することが可能

です。送信器側のチャンネルを変更したい場合は、IPアドレス設定変更方法を確認ください。 

 

工場出荷時は送信器の IPアドレスは 169.254.2.1、受信器の IPアドレスは 169.254.3.1に設定されていま

す。同一ネットワーク上で同じ IPアドレスを持った機器を使用することは出来ませんので、複数台の送信

器または受信器を使用する場合は、IPアドレスを変更する必要があります。 

 

本器は、MTU=8000のジャンボフレームを利用しています。送信器と受信器の経路上の全ての LANスイッ

チにてジャンボフレームを転送できる設定である必要があります。全ての送受信器を同一のブロードキャス

トドメインに配置していただくことを基本としています。ルータを介したネットワーク構成の場合には弊社

にご相談ください。 

 

本器は、映像伝送にマルチキャストを利用します。不要なパケット転送をおさえるために、LANスイッチ

にて IGMP Snooping を有効にしてください。 

 

【本器の主な仕様】 

最大映像解像度：4K2K (送信器側：4:2:0  60Hz、受信器側：4:4:4  30Hz)  

HDCP2.2対応 

1対複数、マトリクス(複数対複数)、ビデオウォールアプリケーション 

PoE対応 

RS-232C双方向通信 

USB延長によるKVM延長 

EDIDエミュレート機能 

映像、音声、IR、USB、シリアルそれぞれを非連動で別々の受信機に伝送・切り替え対応*1 

送信機のアナログ音声入力・HDMI音声入力の選択が可能*2 

IRリモコン、RS-232C、又は、ネットワーク(TCP)経由での制御に対応*2 

プリセットコマンド登録・実行に対応。(他の TX、RX,、IDK機器の制御コマンドを登録可能)*2 

静的Webページの保存・公開に対応。(制御用Webページとして利用可能)*2 

*1. Ver: A7.1.0 Build 3104, P2018-02-23以降対応 

*2. Ver: A7.1.0 Build 3104, P180712H以降対応 

 

【同梱物の確認】 

・ NP-HD2IP-TX(送信器)またはNP-HD2IP-RX(受信器) 1台 

・ RSフェニックスコネクター 1個 

・ 取付金具 1組 
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2. 製品本体の説明 

送信器 (TX) 

 

No. 名称 詳細 

1 DC IN (24-56V)  48 V DC電源差込口 

2 HDMI IN HDMIケーブル差込口 (ソース機器と接続) 

3 RS-232C RS-232C コネクタ差込口 (受信器とピン配置が異なります。ご注意くだ

さい) 

4 IR IN 3.5 mm IR 入力ケーブル差込口 

5 IR OUT 3.5 mm IR 出力ケーブル差込口 

6 Line IN アナログオーディオソースの入力 

7 Reset 送信器の再起動用ボタン 

8 USB USBホストにつなぐケーブルの接続口 

9 CH Set 上下ボタンを押してチャンネル IDを選択します 

10 Channel Display 送信器の現在のチャンネルを表示します 

11 100+ Indicator チャンネル数が 99以上の時、表示が点灯します 

12 LAN LED データ送信時に LEDが点滅します 

13 LAN ネットワークへの接続ポート (Cat5e (またはそれ以上) のケーブルで接

続してください。このポートはPoE電源と接続可能です。) 

14 PoE Power LED 本体にPoE電源が供給されている時、LEDが点灯します 

15 Power LED 再起動時に LEDが点滅し、再起動後は点灯します 

16 Link LED 送信器・受信器が接続され、映像転送されているときに点灯します 
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受信器 (RX) 

 

No. 名称 詳細 

21 LAN1 LED データ転送時に LEDが点滅します 

22 LAN1 ネットワークへの接続ポート (Cat5e(またはそれ以上)のケーブルで接続し

てください。このポートはPoE電源と接続可能です。) 

23 PoE Power LED 本体にPoE電源が供給されている時、LEDが点灯します 

24 LAN2 LED データ転送中に LEDは点滅します 

25 LAN2 汎用ネットワークポート。TX と RX の設定などのために Web ブラウザの

ある機器をつなぐことが出来ます 

26 HDMI OUT HDMIケーブル差込口(シンク機器と接続) 

27 Reset 受信器の再起動用ボタン 

28 2CH Audio Out ステレオオーディオライン出力 (オーディオアンプ等につないでください) 

29 DC IN (24-56V) 48 V DC電源差込口 

30 Channel Display 受信器の現在のチャンネルを表示します 

31 100 + Indicator チャンネル数が 99以上の時、表示が点灯します 
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No. 名称 詳細 

32 IR OUT 3.5 mm IR 出力ケーブル差込口 

33 IR IN 3.5 mm IR 入力ケーブル差込口 

34 RS-232C RS-232C コネクタ差込口 (送信器とピン配置が異なります。ご注意くださ

い。) 

35 CH Set 上下ボタンを押してチャンネル IDを選択します 

36 USB マウス、キーボードなどのUSBデバイスの差込口 

37 Power LED 再起動時に LEDが点滅し、再起動後は点灯します 

38 Link LED 送信器・受信器が接続され、映像転送されているときに点灯します 

 

 

【入力ソース切り替え方法】 

受信器本体のCH Setボタンの上下ボタンを使用し、入力ソースを切り替えてください。(図 1) 

ソース切り替えは受信器側のみで行えます。送信器(NP-HD2IP-TX)のCH Setボタンは設置時に送信器の IP

アドレスとチャンネルを決定する時のみ利用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
図 1. 受信器側の上下切り替えボタン 
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3. 導入時設定項目 

 

3-1 . IP アドレス設定方法 

 

送信器・受信器にはそれぞれ固定の IPアドレスが設定されて出荷されます。複数の送信器・受信器を

使用する場合は、同一ネットワーク上で同じの IPアドレスを持った機器を使用することは出来ません

ので、IPアドレスを変更する必要があります。 

 

送信器 IPアドレス/チャンネル： 

送信器の IPアドレスは169.254.2.1に初期設定されています。IPアドレスの最後の番号は送信器のチャ

ンネル番号を表しています。送信器の IPアドレスを変更すると、チャンネル番号も同様に変更されま

す。(例：IPアドレスを 169.254.2.19に変更すると、送信器のチャンネル番号表示が 1から 19に変更

されます)下記の手順にて送信器の IPアドレス/チャンネルを変更することが出来ます。 

 

(1) 送信器をPoE電源またはDC電源に接続します。 

(2) Channel Displayが数字になるまで待ちます。 

(3) △(up)ボタンを 5秒程度長押し、Channel Displayが点滅するのを確認します。 

(4) △(up)もしくは▽(down)ボタンを使用し、送信器の IPアドレス / チャンネル番号を選択してくだ

さい。 

(5) △(up)+▽(down)ボタンを同時に、Channel Displayが点滅するまで 10秒程度長押しすると、選択

した IPアドレス/チャンネル番号に固定できます。その後ボタン押下を止めてください。 

(6) 設定完了後、送信器は再起動され、起動後新しい IPアドレス / チャンネル番号が表示されます。 

 

 

受信器 IPアドレス/チャンネル： 

  受信器のチャンネル番号表示は、受信器の IPアドレスの最後の番号と同じではありません。受信器 

のチャンネル番号は本体の上部に表示されています。△(up)または▽(down)ボタンで受信器のチャンネ

ルを変更できます。 

 

  受信器の IPアドレスは 169.254.3.1に初期設定されています。受信器のHDMI OutからHDMIケーブ

ルでモニターに接続し、次の手順により IPアドレスを変更してください。 

 

(7) 受信器をPoE電源またはDC電源に接続します。 

(8) Channel Displayが数字になるまで待ちます。 

(9) 受信器のHDMI Outからモニターに接続してください。モニターで IPアドレスを確認することが出

来ます。 

(10) 設定用機器を LANケーブルで受信器の LAN2ポートに接続してください。 

(11) Webブラウザ上で IPアドレスを入力してください。Web UIを確認することが出来ます。 

(12) Web UIのNetwork / IP Setup / Staticで IPアドレスを変更し、「Apply」を押下してください。 

(13) Web UIのSystem / Utilitiesで”Reboot”を選択し、「Apply」を押下し、受信器を再起動してくださ

い。 

注 1) 詳細はWebUIの各セクションを参照ください。 

注 2) チャンネル番号が 100以上設定されると、100+表示灯が光ります。 

   

    
注 3) 送信器の IPアドレスの最後の番後が 199に以上設定されると、 

チャンネルディスプレイは_- -と表示されます。 
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※設定用機器としてWindows PCを使う場合、その有線 LANポートはデフォルトではDHCPで IPアドレ

スを取得する設定になっています。この場合に受信器と直接接続するとDHCPサーバーが存在しないた

め、1分程経過するとWindows PCにリンクローカルアドレス（169.254.xxx.xxx）が自動的に付与され

て初期設定の受信器（169.254.3.1）と通信可能となります。 

 

 

3-2. 電源選定 

 

電源はPoE電源または 48V DC電源どちらかから選択することが出来ます。 

 

 

3-3. インストール 

送受信器は LANスイッチ経由での接続、または直接 1対 1で接続することが出来ます。それぞれの機

器が正常に動いているかの確認は、それぞれの機器の LEDの確認またはモニターの表示により出来ま

す。 

 

(1) 複数対複数のマトリックス用途での導入の場合、下図のように LANスイッチ経由で送受信器を接 続し

ます。受信器側でどの送信器に繋がっている映像を表示するかは、チャンネルボタンにより選択できま

す。 

 

 

イメージ図 
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(2) ビデオウォールでの導入の場合、LANスイッチ経由で送受信器を接続し、それぞれの受信器で映 像の

どの部分を表示するか設定を行います。設定方法に関しては、Web UIの項目を参照ください。 

 

 

                イメージ図 
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4. Web UI 

 

Web UIを利用することにより、使用時に必要な様々な機能を設定することができます。設定用機器のイー

サネットポートを LANスイッチもしくは受信器本体の LAN2ポートに接続し、Webブラウザから送受信器

の IPアドレスを入力し、Web UIにアクセスしてください。UI画面より、必要なタブを選択することによ

り、機能を選択することが出来ます。 

 

設定用機器としてWindows PCを使う場合、その有線 LANポートはデフォルトではDHCPで IPアドレス

を取得する設定になっています。この設定時にDHCPサーバーが存在しなければ、接続後 1分程経過する

とWindows PCにリンクローカルアドレス（169.254.xxx.xxx）が自動的に付与されます。 

設定用機器の IPアドレスを固定で設定する場合は、169.254.1.2、サブネットマスク 255.255.0.0といった

リンクローカルアドレスを設定してください。 

 

各タブ項目ごとの説明 

4-1. System (システム)   

(1) Version Information 

 バージョン情報を表示させることが出来ます。 
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(2) Update Firmware 

 ファームウェアのアップデートに使用します 

 

 

(3) Utilities  

Factory Default 

 初期設定に戻します。その際、IPアドレスは送信器は 169.254.2.1に、受信器は 169.254.3.1に変更さ

れますので、その後これまでの IPアドレスでアクセスすることは出来なくなります。 

Reboot  

 各種の設定を変更した後に、本機器を再起動が要求される場合があります。その場合にこのRebootボ

タンをクリックして、再起動させてください。 

Change EDID (送信器のみ) 

 EDIDを送信器固有の値に変更したい場合は、ドロップダウンメニューの項目のいずれかを選択し、

「Apply」を押下してください。 

※ ” User defined EDID ” を選択するためにはお客様で用意したEDIDデータを送信器に登録する必要が

有ります。詳しくは「コマンドガイド」を参照してください。 

 

Console API Command 

 「コマンドガイド」に記載されたコマンドを発行することが出来ます。 

 

Output 

 コマンド発行後にその結果がここに表示されます。 
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(4) Statistics 

 ネットワーク情報、ビデオ信号情報などを確認できます。送信器/受信器で別々の情報を表示します。 
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4-2. Video Wall (ビデオウォール) 

(1)  Basic Setup (基本設定) 

本機器ではビデオウォールを構成することができます。 同一ネットワークに接続されている送受信器のい

ずれかのWeb UIにアクセスすれば、すべての機器の設定が可能となります。設定対象は、以下の図にあ

るドロップダウンメニューから選択します。Host：にまとめられているのが送信器で、Clients：にまとめ

られているのが受信器です。モニターのサイズやモニターの縦横の数などすべてのウォールの構成要素で共

通な値は、Allを選んだ後に設定することをおすすめします。その後、個々の受信器を選びウォール内の位

置をひとつずつ設定してください。 

※ 送信器の設定をする必要はありません。 

 

 

 

  

Hosts： 接続されている送信器の IPアドレスが表示されます 

Clients： 接続されている受信器の IPアドレスが表示されます 
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ベゼルとギャップの調整 (Bezel and Gap Compensation) 

 ベゼルとギャップを調整するのに使用します。調整の必要がない場合は、全ての値を 0にしてください。 

ご使用になるモニターサイズを入力してください。0.1 mm単位の整数値を指定してください。 

 

ウォールサイズと位置調整 (Wall Size and Position Layout) 

Vertical Monitor Count (縦側モニター数)： 縦のモニターの数を入力してください。 

Horizontal Monitor Count (横側モニター数)：横のモニターの数を入力してください。 

Row Position : 受信器が接続されるモニターの行側の位置番号を入力してください。” 0 ”から始まります。 

Column Position : 受信器が接続されるモニターの列側の位置番号を入力してください。” 0 ”から始まりま

す。 

 

 

 

 

  

モニター外側の幅 

モニター外側の高さ 

ベゼルとギャップの調整 

モニター内側の幅 

モニター内側の高さ 

ウォールサイズと位置調整 

縦側モニター数 

横側モニター数 

行 位置 

列 位置 
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Preferences 

 

- Stretch Type     : 縦横のモニターの数が同一ではないビデオウォールの場合にソース映像と同じ 

アスペクトを維持するためには“ Stretch Out ”を選択してください。ウォールの縦横

比率に合わせたい場合は” Fit In ”を選択してください。 

- Clockwise Rotate : モニターの映像を回転させます。0,180,270度の角度を選択できます。 

- Show OSD      : この機能を有効にすることで、モニター上に受信器番号を出すことができます。  

     この番号は設定対象受信器をドロップダウンメニューで選ぶ際に表示されていた

番号です。ビデオウォールのどこにどの受信器が接続されているかを確認できま

す。 

 

 

4-3. ネットワーク 

 

IP セットアップ 

 IPアドレスのモードを選択します。 

- Auto IP : リンクローカルな IPアドレスを無作為に割り当てます  

- DHCP  : IPアドレスはDHCPサーバーによって割り当てられます 

- Static   : 固定の IPアドレスを指定できます。 

 

※ 送信器では、チャンネルの設定を IPアドレスの設定と同時におこなうことができます。チャンネルも

IPアドレスと同様に送信器ごとに異なった値を設定する必要があります。 

 

 

キャスティングモード 

 マルチキャストを選択してください。 

 

※ Auto Select USB Operation mode per casting modeはチェックしないでください。 

 

※ 送受信器の間に複数のルータが存在する等の特殊な場合以外はマルチキャストで運用することをお勧

めします。お客様のご要望するネットワーク構成ではユニキャストが望ましいとお考えの場合は、弊社

までご相談ください。 
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4-4. ファンクション 

Video over IP 

- Enable Video over IP : 常にチェックしたままにしてください。 

- Enable Video Wall    : 常にチェックしたままにしてください。 

 

 

- Maximum Bit Rate (送信器のみ) :  

ネットワークの転送帯域に問題がある場合、Maximum Bit Rateを削減してください。Maximum Bit 

Rateの削減は映像品質に影響を与えます。ネットワーク帯域に問題がない限りBestEffortから変

更しないことをおすすめします。 

 

 

- Maximum Frame Rate (送信器のみ) :  

フレームレートを選択します。比率を低く設定すると、映像ががたつく場合があります。ネットワー

ク帯域に問題がない限り 100%を選択することをお勧めします。 

 

 

 

 

- Copy EDID from this Video Output (受信器のみ) ： 

マルチキャスト運用時はチェックしないでください。マルチキャスト運用時に特定のディスプレイ

のEDIDを送信器に設定したい場合は、「コマンドガイド」を参照してください。 

この機能を有効化すると、受信器は接続中のモニターのEDID情報を送信器に送ります。送信器は

送られたEDID情報を自身のメモリーに記録した上でソース機器に提示します。送信器自身の

EDIDに戻したい場合は、”Change EDID”を参照ください。 

 

- Scaler Output Mode (受信器のみ) :  

受信器のHDMI出力解像度を送信器から送られる解像度によらずスケーリングした上で固定する

ことができます(例：1080P60Hz、2160P30Hz)。受信器の出力解像度を送信器への入力と同じに

したい場合は、Pass-Throughを選択してください。 
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- Timeout for detecting Video Lost :  

送信器への入力が止まった場合に、最後の映像フレームを一定時間維持できます。時間を選択して

ください。 

 

- Turn off screen on video lost :  

この機能を有効化すると、送信器への入力が止まった場合に受信器の出力を止めることができます。

モニターの省電力機能による電源断を想定しています。 

 

 

 

USB over IP 

 

USB延長は「USBハブ延長機能」と「キーボード・マウスエミュレーション延長機能」の 2種類が用意さ

れています。 

「USBハブ延長機能」は実際のキーボード・マウスをホストに直結した状態に近い延長です。マルチキャ

ストで同一の映像・音声を複数の受信器に転送している場合では、キーボード・マウスを送信器に延長でき

る受信器は一つだけです。延長する受信器を切り替えるためには、受信器前面の上下ボタンを同時に押す必

要があります。「キーボード・マウスエミュレーション延長機能」では、ホストに仮想的なキーボード・マ

ウスが接続された状態となります。マルチキャストで同一の映像・音声を複数の受信器に転送している場合

では、どの受信器に接続されたキーボード・マウスでも利用が可能です。USBデバイスとしての細かいふ

るまいの再現性に優れているのは前者です。単純な動作の延長の使い勝手としては後者が優れています。 

 

- Enable USB over IP : 「USBハブ延長機能」を有効にします。有効にする場合は、Compatibility Mode 

の K/M over IPのチェックを外してください。 

- Operation Mode :  USB over IPの接続時の動作を設定します。「Active on link」 は Ver: A7.1.0 

Build 3104 以降でのみ設定可能です。それ以前のバージョンの場合は必ず

「Active per request」を選択してください。また、「Auto select mode」は全て

のバージョンで動作保証外です。 

 

Active on link: 送信器と受信器が接続完了した時点でUSB接続を行います。送

信器がすでに他の受信器とUSB over IP接続していた場合は、後から接続して

きた受信器にUSB接続が移ります。 

 

Active per request: 送信器と受信器が接続時にはUSB接続を行いません。受信

器前面の上下ボタンを同時に押すことでUSB over IP接続が確立されます。た

だし、接続先の送信器がUSB over IP未接続の場合は、自動的に接続した受信

器とUSB接続を行います。 
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- Compatibility Mode  :  

* Mouse not responding well : K / M over IP有効時にマウスの反応が遅い場合に、この項目をチェック

して動作を試してみてください。(送信器のみ) 

* K/M over IP                : 「キーボード・マウスエミュレーション延長機能」を有効にします。 

有効にする場合は、” Enable USB over IP ” のチェックを外してくださ

い。 

※ USB 延長機能を使用しない場合は、Enable USB over IP 及び K / M over IP の双方のチェックを外し

てください。 

 

USB over IP – USBハブ延長機能設定画面 

 

 

 

USB over IP – キーボード・マウスエミュレーション延長機能設定画面 
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Serial over IP 

 

-  Enable Serial over IP: 

RS-232Cシリアル通信延長を可能にします。有効にする場合は、全ての送受信器で有効にした上

で、同一のOperation Modeを選択する必要があります。機器間で有効化と無効化やOperation 

Modeが混在すると、映像品質に影響を与えます。送受信器それぞれのRS-232CコネクタのRx

端子でデータを受け、Tx端子でデータを送ります。送受信器でRx/Tx端子の配置が異なります。

送受信器それぞれに対して異なったテーブルをご用意していただく必要があります。 

 

- Operation mode:  

Type 1: 送信器のRS-232Cコネクタに対してコマンドを送ると、シリアル通信を延長する先の受

信器を選択することができます。送信器の通信パラメータは、115200 b / 8 bit / none parity / 1 stop 

bit 固定です。送信器に対して、Control-N を送るとコマンドを受け付けるモードにに入り、> を

プロンプトとして返します。これに対して、> ast_c 対象受信器のMACアドレス 受信器のシリア

ル通信パラメータとコマンドを送信すると指定した受信器のRS-232Cコネクタにシリアル通信が

延長されます。MACアドレスは、区切り記号なしの 12文字の英数字で指定します。通信パラメー

タの記述方法は図を参照してください。シリアル通信の延長が可能な受信器は送信器の映像・音声

を選択しているものに限ります。シリアル通信延長確立後に対象受信器が他の送信器の映像・音声

を選択し直すとシリアル通信の延長は停止します。 

 

※ 受信器のMACアドレスは、受信器のチャンネルを上下ボタンにて存在しない送信器のチャンネルに変

更すると、HDMI 出力先モニターの右下の ID 項目に表示 されます。または、Web UIの

System.Staticstics でも確認できます。 

 

Operation Mode Type 1 : 通信パラメータ記述方法 

 

 

* Type 2 : 映像・音声を転送中の送受信期間でシリアルデータを転送します。マルチキャストに 

て 1台の送信器から複数の受信器に対して映像・音声を転送中の場合は、送信器に送

信したシリアルデータはすべての受信器に転送されます。任意の受信器に送信したシ

リアルデータは送信器にのみ転送されます。複数の受信器に同時にシリアルデータを

送信した場合の動作は不定となります。 

 

* Type 1 guest mode : 利用できません。選択しないでください。 

 

* Type 2 guest mode  : ネットワーク経由で送信器または受信器のRS-232Cコネクタにシリアル 

データを転送します。データを転送したい送信器または受信器の port 

6752 を Telnet 端末等でアクセスしてください。Telnet 端末から

RS-232Cコネクタの Tx端子へは一行毎のバッファリングがあります。

RS-232CコネクタのRx端子から Telnet 端末へはバッファリングは無

く 1バイト毎に転送します。 
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- Baudrate Setting: RS-232Cパラメータを設定します。すべての送受信器で同じフォーマットに設定する

必要があります。Type 2及び Type 2 guest modeで有効です。Type 1ではこの設定は影響しません。 
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5. こんな時には 

 

⚫ 機器の IPアドレスがわからなくなった。出荷時設定に戻したい。 

→下ボタンを押したまま電源投入してください。Channel Displayに Fd と表示されたらボタン押下をやめ

てください。しばらくすると出荷時設定に戻した後に再起動します。送信器は 169.254.2.1 に、受信器は

169.254.3.1 になります。 

受信器であれば上下ボタンで存在しないチャンネルに変更すると 10秒ほとで弊社ロゴが表示されます。そ

の時に画面右下に IPアドレスが表示されます。 

 

⚫ 受信器起動時のロゴ表示を消去したい 

→弊社にご相談ください。 

 

⚫ 送信器との接続が切れた場合の受信器が出力するロゴとメッセージを消去したい 

→「コマンドガイド」set_logoを参照してください。 

 

⚫ 映像がとぎれる。問題切り分けにはどうすればよいか。 

→送信器のWeb UIの Functionで、Maximum Bit Rateを下げてみてください。これで改善する場合は経路

上で伝送帯域が足りない部分があると疑われます。 

→全ての送受信器のMTU値を一旦小さくしてください（「コマンドガイド」set_jumbo_mtu参照）。これで

改善する場合は経路上のネットワーク機器でジャンボフレームを転送する設定が正しくできていないこと

が疑われます。 

 

⚫ ビデオウォールの胴切れ対策をしたい 

→１行ごとにディスプレイを上下反転して設置したうえで、その行のディスプレイに出力する受信器に対し

て Web UIの Video WallのClockwise Rotateで 180を選んで映像も上下反転してください。 
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